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第４回 原田小学校跡地利活用検討委員会 

日 時 令和８年７月 13日（月）午後７時 00分～午後８時 00分 

場 所 原田地域生涯学習センター 

 

■議事概要 

１．開会・挨拶 

 事 務 局 ： 本日は御多忙のところ、お集まり頂き誠にありがとうございま

す。定刻になりましたので、只今から第４回原田小学校跡地利活

用検討討委員会を開催いたします。本日のスケジュール等は配布

資料の２ページ記載のとおりですので、御協力をお願いいたしま

す。 

では開会に先立ち、委員長から一言御挨拶頂きたく存じます。委

員長、お願いいたします。 

 委 員 長 ： 皆さんこんばんは。お仕事でお疲れのところ、今晩もお集まりい

ただきましてありがとうございます。今回で４回目となり、話が

煮詰まってくればと思いますが、長い時間かけてでもなんとか良

い方向に話が進むように頑張っていきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 事 務 局 ： 委員長、ありがとうございました。続きまして、オブザーバーと

して御参加頂いている方から御挨拶頂きたく存じます。お願いい

たします。 

 オ ブ ザ ー バ ー  皆さんこんばんは。週初めの月曜日にもかかわらず、こうしてお

集まりいただきまして、事務局の皆さんも地元の皆さんも本当に

ありがとうございます。先月は小中一貫校の説明会がありまし

て、工事の安全性を十分に確保するために、開校を１年延ばさせ

てくださいという説明会がありました。いろいろなご意見をいた

だきましたが、原田地区の皆さんにはずっと前向きにご協力をい

ただいておりまして、本当にありがとうございます。新しい学校

をどうつくっていくかということと同じように、この原田小学校

の跡地利活用についても、結論までたどり着きたいと思いますの

で、どうぞご協力をよろしくお願いします。 

 事 務 局 ： ありがとうございました。 

ここで、新たに検討委員会のメンバーに加わった方の紹介をさせ

ていただきます。１人目はＡ委員です。 

 Ａ 委 員 ： 第３回に代理で出席させていただき、そのまま今回から委員とな

りました。よろしくお願いします。 

 事 務 局 ： Ｂ委員、お願いします。 

 Ｂ 委 員 ： よろしくお願いします。 
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２．原田小学校跡地利活用方針（素案）について 

３．今年度のスケジュール 

 事 務 局 ： それでは、次第の２に移りたいと思います。ここからの進行は委

員長にお願いしたいと思います。委員長、お願いいたします。 

 委 員 長 ： それでは早速中身に入っていきたいと思います。「２．原田小学

校跡地利活用方針(素案)について」と「３．今年度のスケジュー

ル」は関連がありますので一括して進めたいと思います。事務局

から説明をお願いします。 

 事 務 局 ： ―説明― 

 委 員 長 ： ありがとうございました。今までの説明で疑問に思ったことやご

意見がありましたらお伺いしたいと思います。 

特にないようでしたら、また思いついた際にでもお伺いできれば

と思います。 

それでは、先に進めたいと思います。 

４．検討委員による利活用アイデア説明 

 委 員 長 ： 次に「４．検討委員による利活用アイデア説明」に移ります。 

 Ｃ 委 員 ： ―説明― 

 委 員 長 ： 説明が終わりました。今の内容についてご意見、ご質問がありま

したらお願いします。 

 Ａ 委 員 ： 資料をいただいてから自分なりに調べたところ、廃校で養殖をす

るというケースは増えているようでした。そのなかで、障がい者

雇用といった SDGs 的な観点からの取組をしている事業者もあり

ました。 

疑問に感じた点として、このプランを原田地区で実現していくの

か、それとも、このプランをやってくれる事業者を探して対応し

てもらうのかといった、運営母体についてです。考え方としては

すごく良いものだと思います。岡山県にこのような業種の会社が

あるようで、相談にも乗ってもらえるようでしたが、そういった

ところにお願いしていくのでしょうか。 

 Ｃ 委 員 ： 運営の母体としては、自分が法人を設立して運営したいと考えて

います。地域との関わりもでてくるものかと思いますが、まずは

一会社として自分で運営していこうと考えています。また、岡山

県の会社ですが、そこは私も知っている会社かと思います。 

 Ａ 委 員 ： そこの会社は、障がい者施設を運営していた方が障がい者の賃金

を上げるためと、一次産業の衰退に課題を感じて始めたそうで

す。 

 Ｃ 委 員 ： 恐らく知ってる会社かと思います。そういった会社に支援を求め

ることも方法かと思いますが、自分もここ 10 年ほどで知識をつ
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けてきていて、現地視察を通じた横のつながりづくりもしていま

す。そういったベースは作っているので、極力地域の力と合わせ

て成長していきたいと考えています。 

 Ａ 委 員 ： 障がいをもっている子が雇用される場になったらいいなと、頑張

ってほしいと思います。 

 委 員 長 ： 魚を育てるとなると餌代がかかるということは承知しています。

コオロギを粉末にして餌にすると良いということも分かりまし

た。また、米ぬかや野菜がコオロギの餌になるということで循環

することは理解しましたが、一番のネックは水だろうと思いま

す。12t の水槽が 20 槽と計算されていますが、建物がとてもも

たないのではないかと考えます。体育館のような平場の建物の方

が効率的ではないかとも思えて、いろいろと投資が必要になるの

かなと思います。夢のある話で皆さんの意見も伺いたいですが、

微力ながら私もできる限り応援したいです。 

 Ｄ 委 員 ： これだけ資料を作り込むことができて素晴らしいですし、挑戦す

るにもちょうどいい年齢かなと思います。活用について検討して

きましたが、なかなか意見が出ないなかで、資料を見るとスケジ

ュールは令和９年 10 月から活用開始となっています。事業が頓

挫してしまうのではなど、どうなるのかと不安な部分もあります

が、説明していただいたアイデアには全く反対ではないです。相

当大きな事業になるため、補助金を調べるなど、まだまだ課題は

あるかと思いますが、「原田地区として何かやらないと」という

機運が高まっているなかで、こうして資料を作ってきてくれたこ

とが立派ですし、ぜひ頑張ってほしいなという気持ちでいます。 

 Ｃ 委 員 ： おっしゃる通り、スタート時には多額の費用が掛かります。ただ、

市とも肩を並べて「地域振興として事業を展開している」という

背景があれば資金も集まりやすいため、連携していきたいと考え

ています。また、建築物の強度や水等、課題は承知していますの

で、今後はさらに詰めて考えたいと思います。 

 事 務 局 ： 利活用の一案として、今後も継続的にやりとりをしつつ、今年度

ヒアリング調査を行い、アイデアを伺うなかで、反応が良かった

他の企業とＣ委員を繋ぐといったことも考えられます。継続して

話を詰めていければと考えております。 

また、先ほど跡地利活用開始のスケジュールについてＤ委員から

触れていましたが、資料にあるスケジュールは最短で進むことが

できた場合のものを示しています。何が何でもこの通り進めなく

てはいけない訳ではありませんが、最初の委員長のご挨拶の中で

も仰っていたとおり、ある程度目標を定めて具体的な条件もこれ

から詰めていかなければ、いつまでもズルズルと検討し続けるこ



4 

とになってしまうため、ご説明いただいたアイデアもそこを目指

して詰めていっていただければと思います。 

 Ｅ 委 員 ： 今後も詰めていくことには賛成ですが、グラウンドの扱いについ

ても案が出ればいいかなと思います。 

 委 員 長 ： 個々にでも良いですので、他の方からも案としていろいろ出して

いただいて、総合的に考えを集約できればと思います。 

 事 務 局 ： 意欲がある会社の情報等もヒントになるため、気軽にお知らせい

ただければと思います。 

５．閉会 

 事 務 局 ： 一通り、本日の次第内容については議論を終えました。最後に事

務連絡をさせていただきます。 

次回の委員会は令和９年１月に予定しております。日程について

は、委員長と打ち合わせて決めさせていただきたいと思います。

先ほども申し上げた通り、その間も進捗があれば、ニュースレタ

ー等で地域の方々にもお知らせをしていきますので、よろしくお

願いいたします。 

また、本日は教育政策課の職員も来ておりますので、小中一貫校

についてでも、ご意見やご質問などがありましたらお聞きしたい

と思います。 

 Ａ 委 員 ： 小中一貫校で、グラウンドを埋め立てて新校舎を作るとなると、

在校生は支障なく外で運動できるのかということが気になりま

す。 

また、特別支援教室を１階と２階につくると思いますが、原谷小

学校では知的が１クラス、情緒が２クラスの計３クラスありま

す。その子どもたちを新しい教室に全ていれることができるので

しょうか。また、中学校３学年で特別支援学級を設けるだけの人

数がいるのかというところと、もし新たに特別支援学級ができた

となったら、現時点では原野谷中に特支がなくやむを得ず一度他

の学校に通っている生徒を再度一貫校で受け入れることはでき

るのかと思い質問させていただきました。 

 市 関 係 課 

（ 教 育 政 策 課 ） 

： まだ開校までは時間がありますので正式な方針ということでは

ないですが、小中一貫校については、地域の拠点となる学校とし

て小学校も中学校も特別支援学級を設けるのがいいのではない

かと考えています。全く新しい学校に移るということは抵抗感も

強いと思いますので、小学生用の特別支援教室と中学生用の特別

支援教室をそれぞれ用意するという想定をしています。 

また、最近は特別支援教室に通うお子さんも非常に増えていま

す。教室も増加傾向であり、４教室で足りるのかという話も出て

くる可能性もあるかもしれません。現在、各学年２学級ずつで考
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えており、小学１年生から中学３年生までで計 18 クラスを想定

していますが、現時点で１クラスという学年もあります。開校時

点で発生する空き教室を特別支援教室に転用するということも

可能かと考えられます。 

そして、現在他の中学校の特別支援教室に通っているお子さんで

も、希望すれば原野谷学園で学べるというようにできればと思っ

ております。まだ最終確定ではありませんが、一応そういった方

針のもとで教室を設定しています。 

グラウンドについてですが、現在の中学校の校舎すぐ南側に新し

い校舎を建てることになります。現在より 30～40ｍほど校舎が

南側にせり出すようなイメージをしていただければと思います。

原野谷中学校は敷地がとても広いため、校舎の整備予定地すぐ近

くで運動するということは難しいかと思いますが、南側に振って

いただいて活動してもらう分には全く問題なく、工事をしている

最中も体育は可能かと思います。 

ただし、グラウンドには調整池のような機能をもたせるつもりで

います。グラウンドの周りに壁を作る工事をするため、その際に

は若干使えない時期がでてくるかと思います。その場合も、工事

の順序等を考えながら、極力生徒の活動に影響がでないようには

したいと考えております。できるだけ騒音が発生しないように進

めたいと思っており、それもあって工期を長くとり、いくつかの

ブロックに分けて工事を進めるということを考えておりますが、

まだ具体的な予定が出ているわけではありませんので、また分か

り次第ご案内していければと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 Ａ 委 員 ： 個人的なお願いになってしまいますが、今の小学６年生は、中学

校に入学しても新校舎には入れないため、もしも機会があれば、

その生徒たちに新しい校舎を見せてあげてほしいと思います。 

 Ｆ 委 員 ： 体育館やグラウンドですが、現在ほとんど使われていない状況で

すが、もし使用できるとしたら、誰に許可を得て、いつ使用可能

でなど、そういったところを知りたいです。 

閉校から１年が経過し、やはり雑草もかなり伸びています。朝、

自分の子ども含めて４名が原田小学校からバスに乗っており、バ

スが来るまで遊具で遊んでいますが、それは親の責任のもとなら

遊んでもかまわないのか、また、体育館やグラウンド等、正式に

何か大きなイベントをやりたいとうときにどのように借りるか

等もきちっと明確になっていなかったため気になっていました。 

 Ｇ 委 員 ： 基本的には使用禁止だと思います。原田フェス等は学習センター

が許可をもらっているはずです。地区内のスポーツ団体も、昼間

は使用して良いとされていますが、ナイターはだめだというよう
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に言われています。基本的に使用禁止ということが市の立場では

ないでしょうか。 

 市 関 係 課 

（ 教 育 政 策 課 ） 

： 現在、まだ施設内には学校の備品等が残っていますので、教育委

員会が管理をさせてもらっています。 

施設の利用についてはおっしゃった通りで、閉校前は学校体育施

設等使用条例に基づき学校を貸し出していましたが、現在はその

条例の枠から原田小は外れてしまっていますので、皆さんに貸し

出す根拠が基本的にないという状態です。 

地区へ許可を出しているのは、行政財産の目的外使用ということ

で許可をして使っていただいているものになりますが、それはあ

くまで例外的な扱いです。遊具については、年１回法定点検を行

っていますが、見守りがいませんので、市としてはできれば使わ

ないで欲しいですが、使う場合は自己責任というところにはなっ

てしまいます。また、予算が厳しいところもありますので、正直

この点検もいつまでできるかはわからず、点検ができなくなった

ときには使用禁止をしなければならないというような状態では

あります。 

 Ｆ 委 員 ： そのような場合には、使用禁止だと明示してもらえるということ

ですよね。 

 市 関 係 課 

（ 教 育 政 策 課 ） 

： お見込みのとおりです。我々としてはそのようなスタンスで考え

ているということを御承知おきいただければと思います。 

実は、日坂小学校が来年閉校することになっており、これから閉

校後の暫定的な利用をどうするかということについて地域にご

意見を伺うつもりでいます。地域の意向を聞きながら市の方針を

検討する方向です。今後、原田地区の意向も再度お聞きして、正

式な利活用が始まるまでの暫定利用も、この委員会で検討されて

いる本格的な利活用と同様に俎上にあげていきたいと思ってお

ります。また、もしご要望がある場合、条例の中で位置づけをし

て、貸出のルールも整えていこうと検討していく予定です。そこ

もまた相談させていただければと思います。 

 Ｆ 委 員 ： 基本的にはまちづくり協議会を通じて、それを教育委員会に上げ

て許可をもらうような仕組みですよね。原田地区をあげたイベン

トや、去年は体育館を借りて子ども会のクリスマスイベントを開

催しているかなと思います。原田地区の中の、高山や寺島等の一

地区からの意見でも話をあげていただくことも可能でしょうか。 

 市 関 係 課 

（ 教 育 政 策 課 ） 

： それは可能かと思います。原田地区「外」のスポーツ少年団の活

動などとなってしまうと、「地区の活動」からは外れてしまうの

で難しいように感じます。もし現状で使いたいという声があるの

であれば、考え方を整理しなければならないかと思います。 
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 委 員 長 ： ありがとうございました。その他ご意見ないようでしたら、本日

の検討委員会はここで閉会とさせていただきたいと思います。ご

協力いただき、ありがとうございました。 

 

 


